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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント：

 

周期分極反転ニオブ酸リチウムによる波長変換技術を使って、Rb 原子からの波長 780 nm の光子を

光ファイバー通信の波長帯である波長 1522 nmの光子に変換し、量子通信の長距離化を実現した。ま

た、超伝導単一光子検出の高性能化、連続可変量量子鍵配送およびツインフィールド量子鍵配送の安全

性に関する理論的解明、全光量子中継の原理実証、イオントラップを光ファイバー系に接続しグロー

バル量子ネットワークの基礎を築くなど重要な成果をあげた。さらに産業界との連携に向けて量子イ

ンターネットタスクフォースをコンソーシアムへ発展させた。 

原著論文数は 64 件でハイインパクトなジャーナルにも多数掲載されており、講演数は 280 回(招待

講演数は 103回)、特許出願数は 3件であり、これらは十分な成果である。 

今後、波長変換効率の向上、ネットワークでのシステム検証などを行い、民間企業やユーザーを巻

き込んで、世界をリードする量子ネットワークの構築を期待したい。 
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